
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

地域課題の解決に向けた事業件数

施策展開

成果目標の達成状況

項目 H26末

1所１事業以

上（32事業）

地方事務所長総合調整推進事業費 直接

地方事務所長の判断で迅速かつ柔軟に執行できる経費

を配分し、各地域の実情に応じた事業を実施

（１所500千円）

・JR大阪駅における東信州のＰＲ（佐久・上小）

・「諏訪湖を活かした街づくり」に向けた学習会の開催（諏訪）

・リニア開通を見据えた観光プロジェクト（上伊那）

・南信州移住促進事業（下伊那）

・「御嶽山火山防災学習会」の開催（木曽）

・松枯れ支障木等緊急除去事業（松本）

・大北ファミリーACE推進事業（北安曇）

・農商工観連携による新商品開発、ブランド化等研究事業（長野）

・飯山線SLイベント運行PR事業（北信）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

5,000 4,568 0

補正予算
1所１事

業以上

1所1事業以

上（44事

業）

達成

地域課題の解決に向け、各地域の実情に応じた事業を適時・適切に実施する。

（１所１事業以上）

Ｈ28
H29

目標

H27末

目標 成果 達成状況

-

合計 5,000 4,568 0

元気で魅力ある地域づくりを推進するため、地方事務所が「地域における県行政の総合調整機関」（地方事務所の設置に関する条例）として

の機能を最大限に発揮すること。

地方分権の進展等により、住民に最も身近な基礎自治体である市町村を中心とした元気で魅力ある地域づくりが求められており、地域にお

ける地方事務所の役割と重要性は益々高まっている。

5,000 0

合計（A) 5,000

1所１事業以上

（40事業）

29年度

当初予算 5,000

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績

H28 H29

（当初） （決算） （当初）

事業番号 02 06 01 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 地方事務所長総合調整推進事業費地方事務所長総合調整推進事業費地方事務所長総合調整推進事業費地方事務所長総合調整推進事業費
担

当

課

部局 企画振興部

課・局・室 市町村課

１　県と市町村との協働 実施期間 H24 ～ H28

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

地方事務所が市町村と連携して自ら事業を実施するための経費のため

地方事務所の設置に関する条例第1条

総合５か

年計画

プロジェクト  E-mail shichoson@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

２－１　魅力ある地域の創造と発信

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮

らし実現総

合戦略

信州創生の基本方針

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

Aの

財源

5,000 0

0 0 0

5,000 5,000

概　算

人件費

0.76 0.76

6,290

4,607 4,568

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

「地域振興推進費」の創設により事業終了

目標に対

する成果

の状況

地域で掘り起こされた地域課題に応じた事業を機動的に実施した結果、地域防災力の強化、地域の観光地・物産等の認知度向上、イメージ

アップが図られた。また、市町村の枠を超えた移住・定住の推進や、世界水準の観光地づくりや農業と観光の連携について学ぶ学習会の実

施、地域資源を活用した新商品の開発など、地域一丸となった取組が行われた。

 概算事業費（B（A）+C） 10,897 10,583 0

6,015 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越


